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厚⽣労働科学研究費補助⾦（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 
「公衆衛⽣医師の⼈材育成に向けた好事例の横展開に向けた研究」 

令和４年度 分担研究報告書 
 

「公衆衛⽣医師に期待するコンピテンシーの調査」 
 

横⼭勝教（⾹川県東讃保健福祉事務所）、宮園将哉（⼤阪府健康医療部保健医療室）、
武智浩之（群⾺県利根沼⽥保健福祉事務所）、⼭本⻑史（北海道渡島総合振興局（渡島
保健所兼⼋雲保健所） 
 

研究要旨 
【⽬的】 
社会医学系専⾨医が持つべきとされる８つのコンピテンシーについて、業務とコンピ
テンシーの組合せ素案を作成し、公衆衛⽣医師の⼈材育成に活⽤可能な事例を収集す
る。最終的には、社会医学系専⾨医制度で推進する、⼈材育成⽅針に資する成果物と
なることを⽬指す。 
【⽅法】 
⼤阪府保健所⻑会と⼤阪府保健所医師会が作成した「⼈材育成のための職業モデル事
例集」が 9 ⽉に公開されたため、これを素案の代⽤とし、全国保健所⻑会の「公衆衛
⽣医師の確保と育成に関する調査および実践事業」班の専⾨性調査グループ 10 名を
対象にデルファイ法を⽤いて事例集に関する統⼀的な⾒解を得ることとした。11 ⽉に
第 1 回、12 ⽉に第２回アンケート調査を実施した。アンケート結果により集約された
意⾒をもとに、上述の全国保健所⻑会の事業協⼒者 24 名に具体的な事例の提供を求
めた。 
【結果】 
デルファイ法のアンケートには 10 名中 8 名から回答を得ることができ、1 つの事例
の中に「倫理的⾏動能⼒」「事業・組織管理能⼒」「コミュニケーション能⼒」「研究推
進と成果の還元能⼒」が含まれる事例が最も⼈材育成の事例集に⼊れるべき事例とし
て選ばれた。次に⾼い評価を得たのは、経験することの少ない災害時対応を疑似体験
として学ぶことができ、かつ「パートナーシップ構築能⼒」が含まれる事例であった。
また、コロナ対策に関連する事例に偏ることなく、公衆衛⽣医師の幅広い業務につい
てバランスよく事例を集め、専攻医が多分野の事例からコンピテンシーを学べる事例
集を作成すべきとされた。 
具体的な事例の提供は、24 名中 10 名から提供を受けることができたものの、読みや
すいように登場⼈物の設定や⽂体、構成を統⼀する必要があり、成果物の完成とホー
ムページへの掲載については全国保健所⻑会の地域保健総合推進事業班に継続を依
頼した。 
【結論】 
コンピテンシーと業務の組み合わせは 1 対 1 対応できるものではなく、複数のコンピ
テンシーを含む多種多様な事例を事例集としてまとめることで、専攻医がまんべんな
く学べる教材が作成できる可能性があり、その完成に向けて推進することができた。 
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A． 研究⽬的 
近年、新型コロナなどの感染症や地震

や⽔害等の⼤規模な⾃然災害など、⼤き
な健康危機事案が続発しており、公衆衛
⽣医師の⼈材育成において社会医学系専
⾨医が持つべき８つのコンピテンシー
「基礎的な臨床能⼒」「分析評価能⼒」
「事業・組織管理能⼒」「コミュニケー
ション能⼒」「パートナーシップ構築能
⼒」「教育・指導能⼒」「研究推進と成果
の還元能⼒」「倫理的⾏動能⼒」を獲得
する重要性が強く認識されるようになっ
てきた。 
 ⼀⽅で、社会医学系専⾨医の専⾨研修
プログラム整備基準１）で⽰されるそれぞ
れのコンピテンシーについては、公衆衛
⽣医師の経験する業務とその業務遂⾏の
際に必要となるコンピテンシーの明確か
つ具体的な例⽰はなく、専攻医からも抽
象的で分かりにくいという声が聞かれて
いる。 
 このため、業務とコンピテンシーの組
合せを⽰す具体的な事例を作成し、公衆
衛⽣医師のキャリア形成の中で経験する
事例においてコンピテンシーの活⽤例を
⽰す事例集のあり⽅について意⾒集約を
⾏うとともに、集約された意⾒をもとに
実際の事例を収集することで、⼈材育成
に資する成果物となることを⽬的とし
た。 
 
B．研究⽅法 

令和 4 年 9 ⽉に、⼤阪府保健所⻑会と
⼤阪府保健所医師会が、専攻医に研修に
より⾝につけるコンピテンシーのイメー
ジができるようにするとともに、専攻医
の指導において、指導医間での専攻医が
獲得すべきコンピテンシーレベルの認識
の違いを無くし、府内で共通のイメージ
をもって若⼿⾏政医師等の⼈材育成がで
きることを⽬的とした「⾏政医師・⻭科

医師⼈材育成の職業モデル事例集
2022」２）（以下、⼤阪府事例集）を作成
された。この⼤阪府事例集は、第 1 部
「コンピテンシーを⽤いた業務遂⾏及び
課題解決の事例編」（図１）と第 2 部
「⽇々の業務で遭遇することが想定され
る困難事例への対応編」（図２）の 2 部
構成となっており、この第 1 部は、まさ
に“公衆衛⽣医師が⾏う業務の具体的な
架空の事例において、それらに社会医学
系専⾨医が持つべきとされる「８つのコ
ンピテンシー」を当てはめた、業務とコ
ンピテンシーの組合せを具体的に⽰すも
の”であり、本研究が⽬指す成果物の素
案の代⽤にすることとした。 

 
（図１）⼤阪府事例集第 1 部⽬次 
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（図２）⼤阪府事例集第 2 部⽬次 

全国保健所⻑会の「公衆衛⽣医師の確
保と育成に関する調査および実践事業」
班の中で公衆衛⽣医師のコンピテンシー
を調査する専⾨性調査グループ 10 名
（社会医学系専⾨医・指導医 5 名、社会
医学系専⾨医制度専攻医 5 名）に⼤阪府
事例集をメールの添付ファイルで送付
し、それを読んだ上で、公衆衛⽣医師の
⼈材育成のための事例集のまとめ⽅や活
⽤⽅法、どのような事例を含めるべきか
について Web アンケートに個別に回答
してもらい、全員の回答の集計結果をフ
ィードバックして再度、アンケートに個
別に回答してもらうことで、統⼀的な⾒
解を得ることとした。11 ⽉に第 1 回ア
ンケート調査を⾏い、集計分析結果をフ
ィードバックした後に、12 ⽉に第２回ア
ンケート調査を実施した。 

2 回⽬のアンケートの集計結果をフィ
ードバックし、10 名の意⾒が集約されて
いて、これ以上の繰り返しの必要がない
ことを確認してデルファイ法としてのア
ンケート調査を終了した。集約された意
⾒をもとに、上述の全国保健所⻑会の事
業協⼒者 24 名に具体的な事例の提供を

求めた。 
＜倫理的配慮＞ 
 ⼤阪府事例集は作成の過程で実例を特
定できないようフィクション化されてい
た。また、デルファイ法に⽤いるアンケー
ト調査は匿名回答とし、提供された事例
についても実例を特定できないようフィ
クション化の処理をした。 
 
C．研究結果 
 全国保健所⻑会の「公衆衛⽣医師の確
保と育成に関する調査および実践事業」
班の専⾨性調査グループ 10 名のうち、８
名がデルファイ法のアンケート調査に回
答をした。２回の調査の結果、⼤阪府事例
集の第 1 部「コンピテンシーを⽤いた業
務遂⾏及び課題解決の事例編」に収載さ
れている８つの事例のうち、どの事例に
類似した事例を収載すべきか、それぞれ
５段階評価（最低 1 点；最⾼ 5 点）で尋
ねたところ、「事例７：⼿段が⽬的化しが
ちでコミュニケーション能⼒が低い保健
所⻑と、頼まれたら No と⾔えない呼吸器
内科主任部⻑との間で起きた研修企画の
軌道修正を図ることができた」「事例８：
担当課のミッションであった県内の健康
較差の是正に関する企画⽴案をタイムリ
ーに⾏い、市町が実施主体となる新規事
業の実現につなげることができた」の２
事例が最も⾼い評価を得た（ともに平均
で１回⽬４点、２回⽬４.125 点）。 
 ２つの事例に共通するのは 1 つの事例
の中に「倫理的⾏動能⼒」「事業・組織管
理能⼒」「コミュニケーション能⼒」「研究
推進と成果の還元能⼒」が含まれること
であった。次に⾼い評価を得たのは「事例
４：初めての DHEAT 派遣において現地
で⼗分に派遣班のリーダーとしての役割
を果たすことができなかった」（平均で１
回⽬ 3.875 点、２回⽬４点）、「事例５：⼤
阪府内で震度６強の地震が発⽣！⼤混乱
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の中、保健所における活動をスムーズに
⾏えた」（平均で１回⽬、２回⽬ともに
3.875 点）であり、災害時対応を疑似体験
として学ぶことができ、かつ「パートナー
シップ構築能⼒」が含まれる事例であっ
た（表１）。 
 
（表１）デルファイ法の平均点数 
第 1 部 第 1 回点数 第 2 回点数 
事例 1 3.5 3.375 
事例 2 3.75 3.75 
事例 3 3.25 3.25 
事例 4 3.875 4 
事例 5 3.875 3.875 
事例 6 3.375 3.125 
事例 7 4 4.125 
事例 8 4 4.125 

 
 また、新たに作成する事例集は新型コ
ロナウイルス感染症対策に偏らず、医療
政策や環境衛⽣分野など公衆衛⽣医師が
遂⾏する多分野からバランスよく事例を
収集することが望ましいとされた。活⽤
⽅法としては、社会医学系専⾨研修プロ
グラムを履修する専攻医が指導医とのマ
ンツーマン指導でディスカッションでき
る、使いやすいケーススタディ教材が望
ましいとの意⾒が 75％、専攻医が独学す
る 教 材 と し て 使 い た い と い う 意 ⾒ が
62.5％であった。 
 これらの結果をもとに、全国保健所⻑
会の「公衆衛⽣医師の確保と育成に関す
る調査および実践事業」班の事業協⼒者
24 名へ事例提供を呼びかけたところ、10
名から提供があり、業務分野としては結
核対策２つ、結核以外の感染症対策３つ、
健康づくり対策２つ、地域包括ケアシス
テムの構築１つ、地域医療対策３つ、⾷中
毒防⽌対策１つ、災害対策１つ、国際保健
１つの事例が含まれていた。 

 提供のあった事例の１つを A4 表裏 2
枚、本⽂ 1000 字程度、コラム 500〜600
字程度で図３、４のような形式にしてひ
な形を作成し、その他の事例もその形式
に合わせて加⼯することとした。 

（図３）事例ひな形（表） 

（図４）事例ひな形（裏） 
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D.考察 

公衆衛⽣医師は各⾃治体単位では少数
しかいないため、新たに⼊職してきた医
師が OJT で必要なコンピテンシーをまん
べんなく習得することが難しい。その現
状を改善する⼀つの⼿段として、業務と
コンピテンシーの組合せを⽰す具体的な
事例集を求める声があったものの、その
事例集の作り⽅や活⽤法について明確に
されていなかった。 

今回、本研究が⽬指す成果物の素案の
代⽤として⼤阪府事例集を提⽰し、デル
ファイ法を⾏ったことで、収載すべき事
例内容や事例集の活⽤⽅法について明ら
かにすることができた。 
⼤阪府事例集の８つの事例はいずれも１
つの事例の中で業務遂⾏及び課題解決の
ために３つ以上のコンピテンシーを⽤い
ており、とくに⾼い評価を得た事例は、医
学の専⾨職としての臨床や研究の知識だ
けでなく、専⾨的知識と同時に⾼い倫理
性やマネジメントが必要とされる事例だ
った。多くのコンピテンシーを同時に発
揮しながら複雑な課題を解決するような
事例をケーススタディとして学ぶことが、
⼈材育成に重要であるということが現役
の公衆衛⽣医師の意⾒として集約された
と考える。 独⾃に事例集を作成するこ
とが難しい⾃治体にとっては、全国保健
所⻑会の事業班等が全国の多くの公衆衛
⽣医師から幅広く事例を収集して、その
経験と知識を共有しながら⼈材育成に資
する教材を作成していくことは⾮常に有
⽤な⼿段であろう。⼀⽅で、キャリアの背
景が多様な、多数の書き⼿による事例を
そのまま収載すると、読み⼿にとっては
読みにくい教材となるため、ある程度は
登場⼈物の設定や⽂体、構成を統⼀する
必要がある。このため、成果物の完成とホ
ームページへの掲載については全国保健

所⻑会の事業班に継続を依頼した。 
 
E.結論 

⼤阪府事例集という先⾏的な教材を素
案として代⽤できたため、より具体的に
⼈材育成に必要な事例集のあり⽅につい
てデルファイ法を⽤いて意⾒集約を⾏う
ことができた。コンピテンシーと業務の
組み合わせは 1 対 1 対応できるものでは
なく、複数のコンピテンシーを含む多種
多様な事例を事例集としてまとめること
で、専攻医がまんべんなく学べる教材が
作成できる可能性がある。望ましい⽅向
性を⽰して事例収集につなげることで、
完成に向けて推進することができた。 
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